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東北運輸局プレスリリース

平成２３年３月３０日

東北運輸局災害対策本部

津波により海水に浸った車両のユーザーへの
注意事項について

～車両火災などのトラブルが発生するおそれ～

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震による津波の影響

で、海水に浸った車両が非常に多い状況となっています。

津波により海水に浸った車両は、外観上問題がなさそうな状態でも、海水の

塩分が原因となって、電気系統のショート等により車両火災が発生するおそ

れがあることから、東北運輸局では下記注意事項をまとめたチラシを作成し、

ユーザーに呼びかけています。（別添資料参照）

記

１．自分でエンジンをかけない。

２．使用したい場合には、お買い求めの販売店もしくは、最寄りの整備工場

にご相談下さい。

特に、ハイブリッド車（ＨＶ）や電気自動車（ＥＶ）は、高電圧のバッ

テリーを搭載していますので、むやみに触らないでください。

３．なお、使用するまでの間、発火するおそれがありますのでバッテリーの

マイナス側のターミナルを外して下さい。

〒983-8537 仙台市宮城野区鉄砲町１ 第４合同庁舎
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東北運輸局自動車技術安全部 整備・保安課

太田、八巻

電話：０２２－７９１－７５３４
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（注）JAF[（社）日本自動車連盟

において、同様の注意喚起

・JAF の HP ： http://www.jaf.or.jp/profile/news/file/2010_45.htm

・JAMA の HP ： http://www.anzen
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もしくは、最寄りの整備工場が不明な場合は、

宮城県自動車整備振興会（整備工場紹介窓口）にご相談下さい。 

３３２３ 

日本自動車連盟]及び JAMA[一般社団法人日本自動車工業会

注意喚起がされておりますので、ご参照下さい。

http://www.jaf.or.jp/profile/news/file/2010_45.htm

http://www.anzen-unten.com/home/trouble/tr03.html
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